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第８節　スポーツ課 

　　　 

〔総括概要〕 

 

　　スポーツ基本法の前文は「スポーツは、世界共通の人類の文化である。」から始

まり、「すべての国民が日常的にスポーツに親しみ、スポーツを楽しみ、またはス

ポーツを支える活動に参画することのできる機会が確保されなければならない。」

と記されている。 

　　スポーツ基本法に基づき、本市では、社会情勢の変化、市民のスポーツ活動状況

等を考慮し、令和5年3月に第2期栃木市スポーツマスタープランを策定し、「スポー

ツを通じて市民だれもがいきいきと元気になる栃木市の実現」を基本理念として、

生涯スポーツの推進及びスポーツ環境の充実を図っている。 

スポーツ課の主な分掌事務は、生涯スポーツの普及振興、生涯スポーツ関係団体

の育成及び支援、スポーツ推進審議会、スポーツ推進委員による生涯スポーツ推進

事業、プロスポーツ連携事業、栃木地域の社会体育施設（運動公園施設を除く）の

整備及び管理運営、学校体育施設の開放、スポーツ振興基金の管理などのスポーツ

環境充実事業である。 

　　生涯スポーツの推進については、スポーツ団体や近隣市町との連携により各種ス

ポーツ大会・教室を開催したほか、令和5年度においては、各地域・各支部の代表者

による競技スポーツ大会であった「栃木市民スポーツフェスティバル」を市内で活

動するスポーツ団体やプロスポーツチームを活用した自由参加型のスポーツ体験イ

ベントへリニューアルの上開催するなど、競技スポーツ・ニュースポーツの普及に

努め、スポーツ人口の拡大を図った。 

プロスポーツ連携事業については、市内で活動を行う各プロスポーツ団体と連携

し、スポーツを通じた地域の活性化・健康づくりの推進を図るために締結した連携

協定の実践のほか、各スポーツ団体の市内活動拠点整備に向けて、関係機関や地元

等の調整に努めた。 

また、プロスポーツチームの試合や練習等を見たり、選手等と触れ合ったりする

ことで、市民がスポーツの楽しさを知り、スポーツを行う動機づけとなることを目

指して設立された栃木市民スポーツ応援団“Strawberry Hearts”を運営し、市内

で活動する栃木シティフットボールクラブや栃木ゴールデンブレーブス、宇都宮ブ

リッツェンと市民との架け橋となるべく努めた。 

令和5年5月には、宇都宮ブリッツェンの育成部門が本市をホームタウンとする協

定を締結したことで、わたらせサイクルパークでの活動支援やイベントへの参加協

力依頼などのサイクルスポーツの推進に努めた。 

また令和5年11月には、プロバスケットボールチーム宇都宮ブレックスを運営す

る株式会社栃木ブレックスと連携協定を締結し、連携事業の実践に向けた協議を始

めた。 

スポーツ環境の充実では、社会体育施設の管理運営において、身近にスポーツが

楽しめる広場や様々なスポーツイベントが開催できる施設として、利便性の向上や
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適正管理に努めた。 

また、「栃木市スポーツ施設ストック適正化計画」の整備スケジュールに基づき、

対象となるスポーツ施設の維持管理、集約化、廃止について、各施設の所管課と情

報を共有しながら計画推進を図った。 

社会体育施設は、利用者が安全に利用できるよう、適正な維持管理を行った。 

学校体育施設の開放等については、利用日程調整会議を開催し利用者間の調整を

図った。 

また、老朽化している夜間照明施設の更新工事を実施するにあたり、東陽中学校

夜間照明更新工事を実施した。 

 

 市民スポーツ係  

 

１　生涯スポーツ推進関係  

スポーツの振興については、全地域で連携して進めた。 

(1)　栃木市スポーツ推進審議会  

学識経験者、スポーツ関係団体や社会体育団体の代表者、公募委員等12人により構

成し、栃木市のスポーツ振興について審議するため設置された機関。  

令和5年度の栃木市スポーツ推進審議会については、計画の見直しや新たに諮問す

る議案が無いことから開催しなかった。 

(2)　県民スポーツ大会関係 

　　 令和5年度栃木県民スポーツ大会 

　　 ・開催日　10月15日、22日（日） 

　　 ・参加者　157人 

　　 ・会　場　県総合運動公園他 

　　 ・結　果　スポーツ奨励賞 

(3)　県南五市大会関係 

(4)　“新”栃木市民スポーツフェスティバル2023 

　　　市民が様々なスポーツに触れ合いながら魅力や楽しみを発見することを通じて、ス

ポーツ人口の底辺拡大等を図ることを目的に、市民の誰もが自由に参加して楽しむこ

とのできるスポーツイベントを開催した。 

・開催日　11月26日（日） 

　　　・参加者　2,500人 

　　　・会　場　総合運動公園 

　　ア　主な催し物 

 開催日 事　　業　　名 参加者(人) 会　場

 6月25日(日) 

7月 2日(日)
第77回県南五市対抗親善総合競技大会 293 栃木市・佐野市

 1月 8日(月) 第74回県南五市対抗親善駅伝競走大会 中止  小山市～足利市

 2月18日(日) 第71回県南四市対抗親善スキー大会 27 エーデルワイススキー場
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　　 (ｱ)　栃木市スポーツ協会競技専門部による競技体験教会 

　　　　・実施種目　12競技（バスケットボール、卓球、フォークダンス、剣道、空手、

ターゲット・バードゴルフ、ゲートボール、グラウンド・ゴルフ、

フットベースボール、ソフトテニス、テニス、弓道） 

　　 (ｲ)　栃木市スポーツ推進委員会によるニュースポーツ体験会 

　　　　・実施種目　3競技（モルック、バブルサッカー、ボッチャ） 

　　 (ｳ)　プロスポーツチームとの交流コーナー 

　　　　・栃木シティフットボールクラブ（キックターゲット） 

　　　　・栃木ゴールデンブレーブス（ストラックアウト） 

　　　　・宇都宮ブリッツェン（ロードバイク体験） 

　　 (ｴ)　スタンプラリー 

　　　　会場内の各コーナーをまわり、スタンプを集めた方に賞品をプレゼント 

　　 (ｵ)　ウォークラリー 

会場内のウォークコースをまわり、設置された8つの問題を回答した方に賞品を 

プレゼント 

　　 (ｶ)　総合型地域スポーツクラブ、スポーツクラブによるクラブの案内及び体験教室 

の実施 

　　 (ｷ)　スポーツショップによるスポーツ用品の販売 

　　 (ｸ)　キッチンカーによる飲食物販売 

(5)　ふるさと見に（ミニ）ウォーキング 

　　　生涯にわたり、活発にスポーツ活動を行い、健康で活力に満ちた豊かな生活が送れ

る「元気はつらつコミュニティとちぎ」の実現を目指した様々な取り組みの一環とし

て、健康づくりと生きがいづくり、並びに「ふるさをと再発見！」をテーマに開催し

た。 

　　ア　令和5年度ふるさと見に（ミニ）ウォーキング【前期】 

　　　　・開催日　6月4日(日) 

　　　　・会　場　寺尾の星野遺跡たんけんコース 

　　　　・参加者　68人 

　　イ　令和5年度ふるさと見に（ミニ）ウォーキング【後期】 

　　　　・開催日　10月29日(日) 

　　　　・会　場　太平山南山麓ゆうらんコース 

　　　　・参加者　63人 

 (6)　2023みかも山ウォーク 

　　　三毳山を活用した栃木市・佐野市の連携事業として、「三毳山の豊かな自然を楽し

みながら健康づくり」をキャッチフレーズとした誰もが参加できるウォーキングイベ

ントを実施し、両市の更なる連携強化・スポーツの振興、三毳山の活性化を図ること

を目的として開催した。 

　　　・開催日　11月12日(日) 

　　　・会　場　県営みかも山公園内・周辺 

　　　・参加者　50人 
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(7)　スポーツ交流・普及の推進 

　　　小中学生の健全な育成を図ることを目的とした「少年スポーツ振興事業」と、中高

年が健康で豊かな生活を確保することを目的とした「中高年スポーツ振興事業」の2つ

を生涯スポーツ推進事業とし、下記の各種スポーツ教室等を開催した。また、各種ス

ポーツ大会を開催することにより、選手の競技力向上、スポーツ人口の増加に努めた。 

ア　少年スポーツ振興事業 

(ｱ)　教室 

(ｲ)　行事 

イ　中高年スポーツ振興事業 

ウ　各種スポーツ大会開催委託事業 

(8)　栃木市スポーツ協会事業 

ア　総合大会 

イ　体育祭 

 開　催　日 教室名 受講者(人) 会　　場

 
1月20日(土)

令和5年度栃木市少年スキー・スノボ初心 

者教室
23 エーデルワイススキー場

 開　催　日 行　　事　　名 参加者(人) 会　　場

 
2月17日(土) 

18日(日)
第45回栃木市小・中学校ハンドボール大会 110 

マルワ・アリーナとちぎ 

（総合体育館）

 開　催　日 行　　事　　名 参加者(人) 会　　場

 5月29日(月) 第44回栃木市ゲートボール大会 　45 屋内運動場

 10月 7日(土) 

8日(日)

栃木市長杯第25回栃木蔵の街還暦古希野球 

大会
 340 総合運動公園

 開　催　日 行　　事　　名 参加者(人) 会　　場

 6月17日(土) 

～7月 8日(土)
第13回栃木市学童軟式野球大会    300

総合運動公園  6月25日(日) 第11回栃木市民陸上大会 　 165

 7月16日(日) 

17日(月)

栃木市長杯第68回栃木市学童フットベース 

ボール大会
102

 開　催　日 行　　事　　名 参加者(人) 会　　場

 6月25日(日) 

7月2日(日)
第77回県南五市対抗親善総合競技大会 293 栃木市・佐野市

 開　催　日 行　　事　　名 参加者(人 ) 会　　場

 9月17日(日) 第5回第1支部運動会 　200 栃木中央小

 
9月下旬

令和5年度赤麻大運動会 中止 赤麻小

 令和5年度みかもニコリンピック 中止 三鴨小

 10月上旬 第7支部体育大会 中止 栃木中央小

 10月 1日(日) 大宮地区体育祭 中止 大宮運動広場
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(9)　栃木市スポーツ少年団関係 

　　ア　事業報告 

イ　登録人数表 

(10)　スポーツ大会出場者激励金等給付事業費 

　　　本市のスポーツの競技力・指導力の向上を図るため、スポーツ大会（全国大会、国

際大会等）に出場する市内在住の選手・市内に所在する団体に対し、激励金等を給付

し、大会での活躍を支援した。 

・給付実績 

 第10回都賀スポーツ・レクリエーション

フェスティバル
中止 つがスポーツ公園

 

10月 8日(日)

皆川地区体育祭 中止 皆川城東小

 第65回吹上地区体育祭 　850 吹上中

 ふる里大平スポーツフェスタ2023 1,900 大平運動公園

 
第31回岩舟地区体育祭 800

C I T Y  F O O T B A L L  S T A T I O N 

サブグラウンド

 10月15日(日) 国府地区民体育祭 中止 大塚運動広場

 

10月22日(日)

第50回第2支部体育祭 100 栃木中央小

 第74回寺尾地区スポーツフェスティバル 400 寺尾中

 にしかたニュースポーツフェス 500 関 東 ホ ー チ キ に し か た 体育館

 開　催　日 事　　業　　名 参加団数 場　　所

 4月16日(日) 第9回栃木市スポーツ少年団軟式野球交流大会 8 総合運動公園

 5月14日(日) 第12回栃木市スポーツ少年団ミニバスケットボール大会 4 総合体育館

 9月 栃木市スポーツ少年団総会（書面開催） - -

  9月10日(日) 第9回栃木市スポーツ少年団剣道大会 2 関東ホーチキにしかた体育館

 
種　　　　　　目 団数

指導者数

(人) 

スタッフ数 

(人)

団員数 

(人)

 剣道 2 5 1 55

 空手道 2 6 - 11

 バレーボール 1 6 3 16

 柔道 2 5 3 18

 野球 8 24 16 134

 ミニバスケットボール 4 17 4 66

 陸上 1 3 - 10

 少林寺拳法 1 2 1 7

 合　　　　　　計 21 68 28 317

 
激励金 個人

全国大会 

（選手1人につき1万円）
181人 1,810,000円
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 プロスポーツ連携係  

 

１　プロスポーツ連携関係 

(1)　各プロ及びプロに準じるスポーツ団体との連携 

　　　市内で活動を行う栃木シティフットボールクラブ、栃木ゴールデンブレーブス（エ

イジェック硬式野球部、エイジェック硬式女子野球部を含む）、宇都宮ブリッツェ

ン、宇都宮ブレックスと連携協定に定めた事項の推進、連携事業の構築を行った。 

ア　4団体共通 

　　試合情報や結果について、栃木市民スポーツ応援団“Strawberry Hearts”アカ

ウントによるSNS上での情報発信や、市広報誌へのチーム紹介記事の掲載を行っ

た。 

イ　栃木シティフットボールクラブ関係 

　　栃木市で開催されたホームゲームについて、栃木市民デーを設定し市民の無料入　　

場を実施することで、市民への「みるスポーツ」の推進を図った。 

　　また、市内小学校4校において学校訪問事業を実施し、栃木シティフットボール

クラブによるサッカー教室や講和などを交えて、スポーツの振興を図った。 

　　また、岩舟総合運動公園内に設置されたCITY FOOTBALL STATIONを活用し、栃木市

と地域につながる連携事業として、岩舟地区体育祭や岩舟駅伝競走大会をはじめ、

グラウンド・ゴルフ大会やサッカー大会8件のイベントを実施し、約2,500名が利用

した。 

　　ウ　栃木ゴールデンブレーブス関係 

 アジア大会 

（選手1人につき2万円）
2人 40,000円

 世界大会 

（選手1人につき3万円）
3人 90,000円

 

団体

全国大会 

（1団体につき上限5万円）
9団 450,000円

 アジア大会 

（1団体につき上限10万円）
- -

 世界大会 

（1団体につき上限15万円）
- -

 報償金 

（アジア大会

又は世界大会

を伴わない全

国大会で優勝

又は準優勝し

たもの）

個人 

（選手1人につき

2万円）

優勝 10人 200,000円

 
準優勝 8人 160,000円

 
団体 

（1団体につき 

上限10万円）

優勝 - -

 
準優勝 - -



- 261 - 

　　　　栃木市で開催されたホームゲームについて、栃木市民デーを設定し市民の無料入

場を実施することで、市民への「みるスポーツ」の推進を図った。 

エ　宇都宮ブリッツェン関係 

　　　　藤岡渡良瀬運動公園で整備を行った渡良瀬サイクルパークを活用したイベント等

の開催業務を委託し、各種自転車イベント・講座の開催を行うことで、広くサイク

ルスポーツの振興に努めた。 

　　　　また、大宮北小学校において、交通安全教室を開催し、生徒・児童への交通安全

に対する意識啓発を図った。 

 (2)　栃木市民スポーツ応援団“Strawberry Hearts”関係 

プロスポーツチームのスポンサーやファンクラブ等の既存の応援形態とは別に、市

民が気軽に負担なくチームの応援の一歩を踏み出すための受け皿として栃木市民スポ

ーツ応援団“Strawberry Hearts”を運営した。 

　　ア　Strawberry Hearts 会員 

　　　　市が連携協定を締結している栃木シティFC、栃木ゴールデンブレーブス、宇都宮

ブリッツェン、宇都宮ブレックスの4チームを応援する。 

　　　　・年 会 費　無料 

　　　　・特　　典　各チームに関するイベント案内やグッズが当たる抽選会への参加 

　　　　・会 員 数　881名 

　　イ　作成物 

　　　　4チームを広く紹介するためのリーフレットを作成し、試合やイベントにおいて

来場者に配布する他、市内転入者向けに渡す書類に本リーフレット追加し、広く周

知に努めた。 

(3)　栃木市杯とちぎさくらカップ（女子野球大会）関係 

女子野球の普及と大会開催による地域活性化を目指し、栃木市と株式会社エイジェ

ックスポーツマネージメントにより組織した実行委員会主催による女子野球大会を開

催した。 

(4)　女子野球タウン関係 

令和2年から実施してきたとちぎさくらカップの実績や今後の女子野球を生かした

市の事業内容が一般社団法人全日本女子野球連盟に認められ、本市が全国で16番目の

「女子野球タウン」として認定された。今後は女子野球普及振興を行うと同時に、女

子野球を通じて地域のシティプロモーションやまちづくりを推進する。 

 

２　サイクルスポーツ関係 

サイクルパークを活用したイベント等業務をサイクルスポーツマネージメント株式会

 部門 開催日 参加人数・チーム

 小学の部 8月20日（日）から8月21日（月） 30名

 中学の部 9月16日（土）から9月17日（日） 16チーム

 高校の部 11月3日（金）から11月4日（土） 14チーム

 フリーの部 3月23日（土）から3月24日（日） 16チーム
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社に委託し、子供から高齢者までを参加対象としたサイクルジムカーナやママチャリ耐

久レース、太平山ライドの他、プロチームとの合同イベントなどを開催した。 

　　　　・イベント等開催数　21回 

　　　　・参加者数　　　 1,097人 

 

 スポーツ施設係  

 

１　社会体育施設 

(1)　施設の種類 

(2)　利用状況　　　　　　　　　　　     (単位:人) 

※剣道場及び弓道場は、耐震性の理由により9月11日（月）から利用休止 

 

２　学校体育施設開放関係 

(1)　利用状況 

 

 　　　　　　　　　利用人数 

施設
合計

 剣道場 2,082

 弓道場 1,887

 柳原河川敷運動場 10,590

 皆川東宮運動場 3,600

 大塚運動広場 15,591

 大宮運動広場 20,617

 城内ニュースポーツ広場 14,422

 屋内運動場 10,758

 合　計 79,547

 
施　　設　　名 建　設　年

面　　積　（㎡）
備　　考

 敷　　地 建　　物

  剣道場  明治44年      437.25 163.70  木造瓦葺平屋

  弓道場  昭和28年      102.47 76.00  木造亜鉛葺平屋

  皆川東宮運動場  昭和46年   14,889.23 -

  柳原河川敷運動場  昭和52年   12,608.00 3.25  簡易水洗式トイレ

  尻内河川敷運動場  昭和54年    5,950.00 9.91  木造平屋トイレ

  大塚運動広場  平成2年   15,942.90 27.30  木造平屋トイレ

 大宮運動広場  平成5年   15,257.00 21.00  木造平屋トイレ

 城内ニュースポーツ広場 平成18年 12,648.00 -

 屋内運動場 平成4年 3,724.23 1,062.80 鉄骨造鋼板葺平屋
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ア　学校体育施設(体育館)　　　   　  (単位:人) 

イ　学校体育施設(運動場)　 　　      (単位:人) 

 　　　　　　　　　利用人数 

施設
合計

 栃木中央小 13,687

 栃木第三小 8,080

 栃木第四小 16,360

 栃木第五小 5,995

 南　　小 8,209

 大宮南小 4,139

 大宮北小 7,365

 皆川城東小 9,144

 吹 上 小 10,308

 千 塚 小 8,148

 寺 尾 小 4,298

 国府南小 4,176

 国府北小 3,253

 栃木東中 4,594

 栃木西中 5,086

 栃木南中 3,455

 東 陽 中 3,979

 皆 川 中 6,080

 吹 上 中 2,771

 寺 尾 中 5,749

 合　　計 134,876

 　　　　　　利用人数 

施設
合計

 栃木中央小 3,604

 栃木第三小 6,480

 栃木第四小 2,280

 栃木第五小 1,695

 南　　小 8,425

 大宮南小 -

 大宮北小 2,680

 皆川城東小 6,833
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ウ　学校体育施設(夜間照明)　　　  　 (単位:人) 

 吹上小 3,569

 千 塚 小 3,450

 寺 尾 小 1,350

 国府南小 1,172

 国府北小 3,240

 合　　計 44,778

 　　　　　　利用人数 

施設
合計

 栃木中央小 467

 栃木第三小 1,515

 栃木第五小 1,007

 南　　小 8,647

 皆川城東小 949

 栃木東中 4,445

 東 陽 中 1,125

 吹 上 中 163

 寺 尾 中 678

 栃木商業高校 946

 栃木高校 770

 合　計 20,712


